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政治資金研究の動向（一）　

政
治
資
金
研
究
の
動
向
（
一
）　

─
─
献
金
と
支
出
は
ど
の
よ
う
に
代
表
と
競
争
に
影
響
す
る
の
か

出
　
　
口
　
　
　
　
　
航

一　

は
じ
め
に

二　

二
つ
の
着
眼
：
制
度
と
ア
ク
タ
ー

三　

制
度
論
：
ど
の
よ
う
な
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
の
か

四　

献
金
の
動
機
と
パ
タ
ー
ン
：
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
誰
が
献
金
す
る
の
か

五　

議
員
：
ど
の
よ
う
に
資
金
を
集
め
、
な
ぜ
支
出
す
る
の
か
（
以
上
、
本
号
）

六　

政
党
組
織
：
議
員
を
統
制
で
き
る
か

七　

国
内
の
研
究
動
向

八　

残
さ
れ
た
課
題
と
含
意

一　

は
じ
め
に

　

政
治
的
発
言
（political voice

）
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
か
は
、
代
議
制
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
発
言
の
手
段

で
あ
る
資
金
は
偏
在
し
て
お
り
、
資
金
を
持
つ
特
定
集
団
の
利
益
は
過
剰
に
代
表
さ
れ
う
る
（Schlozm

an et al. 2018

）。
ま
た
選
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論　　　説

挙
に
着
目
す
る
と
候
補
者
間
の
資
金
が
均
一
で
な
い
と
き
、
潤
沢
な
選
挙
資
金
を
持
つ
議
員
や
政
党
が
勝
利
し
選
挙
結
果
に
歪
み
が
生

じ
る
懸
念
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
生
じ
る
問
い
は
、
政
治
資
金
と
政
治
資
金
制
度
は
、
政
治
代
表
と
選
挙
競
争
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
で
あ
る
。

本
稿
は
比
較
研
究
と
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
地
域
研
究
の
い
ず
れ
も
視
野
に
収
め
つ
つ
、
政
治
資
金
を
め
ぐ
る
実
証
研
究
の
発
展
過
程
を
整

理
し
、
残
さ
れ
た
課
題
と
日
本
政
治
研
究
へ
の
含
意
を
検
討
す
る
。

　

政
治
資
金
研
究
は
、
政
治
代
表
や
選
挙
競
争
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
点
で
意
義
が
あ
る
。
政
治
代
表
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
選

挙
区
民
と
議
員
か
ら
な
る
代
表
関
係
以
外
に
も
、
献
金
者
と
議
員
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
（M

ansbridge 2003

）。

選
挙
競
争
の
観
点
か
ら
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
規
定
因
と
し
て
選
挙
制
度
や
社
会
的
亀
裂
の
み
で
は
な
く
、
政
治
資
金
制
度
も
検
討
す

る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
の
到
達
点
を
ま
と
め
る
と
、
制
度
、
献
金
、
支
出
と
い
っ
た
個
別
の
局
面
ご
と
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
や

や
交
流
を
欠
い
た
ま
ま
発
展
し
て
い
る
。
個
々
の
研
究
群
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
心
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
十
分
に
相
互
参
照
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
（
富
崎 

二
〇
一
五
）。
そ
の
結
果
、
政
治
資
金
規
制
が
政
治
代
表
と
選
挙
競
争
に
与
え
る
影
響
は
部
分
的
に
は
論

じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
体
系
的
に
そ
の
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
論
証
さ
れ
て
い
る
か
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

そ
の
た
め
、
政
治
献
金
や
制
度
が
政
党
組
織
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
包
括
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
党
は
政
治

代
表
と
選
挙
競
争
の
要
諦
を
な
す
が
、
政
治
資
金
研
究
で
の
分
析
関
心
は
制
度
と
議
員
や
献
金
者
に
傾
注
し
て
お
り
、
政
党
組
織
へ
の

分
析
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
政
治
資
金
や
制
度
研
究
に
お
け
る
着
眼
点
を
提
示
し
、
そ
の
関
係
性
を
整
理
す

る
。
三
節
で
は
、
多
国
間
比
較
を
中
心
と
し
た
制
度
論
の
展
開
を
検
討
す
る
。
四
節
以
降
で
は
ア
ク
タ
ー
ご
と
に
先
行
研
究
を
整
理
す
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政治資金研究の動向（一）　

る
。
四
節
で
は
政
治
参
加
や
組
織
化
の
主
体
で
あ
る
献
金
者
、
五
節
で
は
選
挙
に
臨
み
、
立
法
活
動
に
勤
し
む
議
員
、
六
節
で
は
議
員

間
の
意
見
を
調
整
し
、
利
益
を
集
約
す
る
政
党
に
つ
い
て
個
別
の
研
究
を
検
討
す
る
。
七
節
は
国
内
の
政
治
資
金
研
究
の
状
況
を
確
認

し
た
上
で
、
八
節
で
は
残
さ
れ
た
課
題
を
示
し
、
国
内
研
究
へ
の
応
用
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。

二　

二
つ
の
着
眼
：
制
度
と
ア
ク
タ
ー

　

本
節
は
、
個
々
の
研
究
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
研
究
群
の
特
徴
を
大
き
く
捉
え
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
示
す
。

　

政
治
資
金
研
究
は
、
制
度
と
ア
ク
タ
ー
の
ど
ち
ら
に
着
目
す
る
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
の
研
究
群
に
分
類
で
き
る
。
制
度
に
着

目
す
る
研
究
群
は
、
政
治
資
金
制
度
の
類
型
化
や
政
党
シ
ス
テ
ム
、
政
策
へ
の
効
果
を
検
討
し
て
い
る
。
他
方
、
ア
ク
タ
ー
に
着
目
す

る
研
究
群
は
局
面
の
違
い
に
応
じ
て
、
献
金
研
究
と
支
出
研
究
の
系
譜
に
分
類
で
き
る
。
つ
ま
り
、
政
治
資
金
研
究
は
制
度
と
ア
ク

タ
ー
の
い
ず
れ
に
着
目
す
る
か
に
よ
っ
て
大
別
で
き
、
そ
の
下
位
領
域
と
し
て
制
度
論
、
献
金
研
究
、
支
出
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。

次
に
二
つ
の
研
究
群
の
特
徴
と
違
い
を
確
認
す
る
。

　

第
一
に
、
制
度
に
着
目
す
る
研
究
と
し
て
制
度
論
が
あ
る
。
国
や
地
方
政
府
の
政
治
資
金
制
度
を
分
析
対
象
と
し
て
、
包
括
的
に
制

度
の
多
様
性
や
そ
の
帰
結
を
論
じ
る
研
究
系
譜
で
あ
る
（
例
え
ばScarrow

 2007; N
orris and A

bel van Es eds. 2016

）。
一
九

六
〇
年
代
以
降
に
本
格
的
な
比
較
研
究
が
始
ま
り
、
例
え
ば
世
界
政
治
学
会
（International Political Science A

ssociation; 

IPSA

）
で
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ハ
イ
デ
ン
ハ
イ
マ
ー
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ズ
ら
が
研
究
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
。
九
〇
年
代
以
降
に

国
際
的
な
政
治
資
金
制
度
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
が
蓄
積
さ
れ
、
量
的
、
質
的
研
究
を
視
野
に
収
め
た
形
で
制
度
の
類
型
化
や
帰
結
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
群
の
特
徴
は
、
包
括
的
な
制
度
の
把
握
と
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
へ
の
影
響
を
考
究
す
る
点
に
あ
る
。
政
治
資
金
制
度
を
個
別
の

（
1
）

（
2
）
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論　　　説

規
制
内
容
（
例
え
ば
議
員
支
出
額
や
団
体
献
金
額
の
規
制
）
に
還
元
せ
ず
、
制
度
の
全
容
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
ま
た
制
度
帰
結
を
論

じ
る
際
に
は
、
個
々
の
議
員
や
有
権
者
の
行
動
変
容
で
は
な
く
、
政
党
シ
ス
テ
ム
や
政
策
に
関
心
を
も
つ
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
制
度

論
は
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
分
析
視
点
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
制
度
全
体
の
理
解
を
目
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
ア
ク
タ
ー
の
動
機
や
行
動
に
着
目
し
た
議
論
が
あ
る
。
特
徴
は
議
員
、
政
党
、
献
金
者
な
ど
を
分
析
対
象
と
す
る
点
で
、

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
視
点
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
実
証
研
究
は
一
国
内
で
の
サ
ー
ベ
イ
や
行
動
デ
ー
タ
を
用
い
て
発
展
し
て

き
た
。
ま
た
制
度
の
扱
い
も
制
度
論
と
は
異
な
り
、
献
金
規
制
や
支
出
規
制
と
い
っ
た
個
別
の
制
度
が
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
影
響
す

る
の
か
に
関
心
が
あ
る
。
こ
の
研
究
群
は
ア
ク
タ
ー
の
違
い
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
献
金
研
究
と
支
出
研
究
に
細
分
化
で
き
る
（Strat-

m
ann 2019

）。

　

献
金
（cam

paign contribution
）
研
究
で
は
、
献
金
者
の
動
機
や
行
動
、
議
員
の
代
表
行
動
や
資
金
調
達
方
法
な
ど
を
扱
う
。

政
策
過
程
研
究
で
は
、
大
企
業
や
利
益
団
体
と
い
っ
た
少
数
者
利
益
が
政
策
過
程
に
過
剰
表
出
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ
、
政
治
資
源
と
し

て
資
金
に
は
関
心
が
も
た
れ
て
き
た
（Schattschneider 1960=1972; 

恒
川 

一
九
九
六
）。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
文
脈
で
は
二

〇
〇
〇
年
以
降
、
個
人
献
金
（individual contribution

）
の
存
在
感
が
指
摘
さ
れ
、
分
析
対
象
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
。

　

こ
の
背
景
か
ら
、
献
金
研
究
は
代
表
の
不
平
等
（unequal representation

）
や
政
治
的
平
等
と
い
っ
た
概
念
に
関
連
し
て
論
じ

ら
れ
る
（Sunstein 1994; Schlozm

an et al. 2018: 12-13
）。
例
え
ば
中
位
投
票
者
の
利
益
で
は
な
く
、
政
治
献
金
に
よ
っ
て
部
分

利
益
が
代
表
過
程
に
影
響
す
る
か
に
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
不
平
等
是
正
の
手
段
と
し
て
政
治
資
金
制
度
が
取
り
上
げ
ら

れ
（Gilens 2012; Schlozm

an et al. 2012: 546-552

）、
ア
ク
タ
ー
の
分
析
と
並
行
し
て
献
金
規
制
の
効
果
検
証
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。

　

支
出
（cam

paign expenditure

）
研
究
は
、
特
に
候
補
者
の
支
出
と
得
票
の
関
係
を
検
討
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
ゲ
イ
リ
ー
・

（
3
）
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政治資金研究の動向（一）　

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
の
研
究
（Jacobson 1978

）
を
は
じ
め
、
候
補
者

の
選
挙
運
動
研
究
の
一
環
と
し
て
発
展
し
て
い
る
（Jacobson 2015; 

Zittel 2020

）。
ま
た
支
出
規
制
が
候
補
者
間
で
の
競
争
性
を
高
め
る

か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い

（Fouirnaies 2021

）。

　

支
出
研
究
の
対
象
は
候
補
者
の
み
に
限
定
さ
れ
ず
、
政
党
の
執
行
部
、

支
部
、
派
閥
な
ど
と
い
っ
た
政
党
組
織
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
党
内
の

資
金
配
分
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
点
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。

ま
た
党
内
の
議
員
に
着
目
し
て
、
候
補
者
が
政
党
か
ら
独
立
し
て
資
金

を
獲
得
し
て
い
る
場
合
に
、
政
党
の
一
体
性
が
弛
緩
す
る
の
か
検
討
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
党
組
織
研
究
上
の
関
心
か
ら
党
執
行
部
の
資

金
配
分
と
議
員
の
資
金
源
の
両
面
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

図
一
は
、
研
究
群
の
関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
資
金
研

究
は
着
目
に
応
じ
て
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
群
と
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研

究
群
に
大
別
で
き
る
（
着
眼
点
）。
前
者
に
は
制
度
論
が
、
後
者
に
は

献
金
研
究
や
支
出
研
究
が
含
ま
れ
る
（
局
面
）。
個
々
の
研
究
領
域
で

は
想
定
さ
れ
る
構
成
要
素
が
異
な
る
（
分
析
対
象
）。
制
度
論
は
主
に

各
国
や
地
方
の
制
度
を
対
象
と
す
る
。
献
金
研
究
は
個
人
や
利
益
団
体
、
（阪大法学）71（5-251）　1427〔2022. 1 〕

図一　二つの研究群の関係

検討される論点分析対象局面

政治資金

研究

制度全体 国・州ごとの制度
政党システム

政策への効果

献金（規制）

個人

利益団体・企業

支出（規制）

議員

政党

当選可能性への有効性

選挙競争性

党内の一体性

政治的不平等

政策過程での献金の影響力

着眼点

（研究群）

マクロ・制度

ミクロ・アクター

　（出典）筆者作成



論　　　説

企
業
な
ど
の
献
金
者
や
議
員
を
、
支
出
研
究
は
議
員
や
政
党
を
分
析
す
る
。
制
度
論
、
献
金
研
究
、
支
出
研
究
ご
と
に
、
取
り
扱
わ
れ

る
論
点
や
背
景
が
異
な
る
（
検
討
さ
れ
る
論
点
）。

三　

制
度
論
：
ど
の
よ
う
な
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
の
か

　

政
治
資
金
研
究
の
中
で
も
、
制
度
論
は
国
際
比
較
の
文
脈
で
発
展
し
て
き
た
。
比
較
研
究
の
初
期
段
階
で
は
、
政
党
の
収
入
源
や
支

出
の
程
度
を
量
的
に
把
握
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
（H

eidenheim
er 1963

）。
し
か
し
国
際
比
較
に
耐
え
る
制
度
デ
ー
タ
が
十
分
に

蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
国
の
事
例
分
析
が
主
で
あ
っ
た
（
例
え
ばA

lexander and Shiratori eds. 1994=1995

）。
国
内
で
も
、

集
計
デ
ー
タ
と
各
国
の
制
度
紹
介
に
よ
っ
て
比
較
検
討
し
、
国
ご
と
に
規
制
の
強
度
や
政
治
資
金
の
規
模
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
富
崎 

一
九
九
六
、
明
治
大
学
政
治
資
金
研
究
会
編　

一
九
九
八
）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
は
、
様
々
な
国
際
機
関
が
多
国
間
比
較
を
含
む
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
は
各
国
で

汚
職
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
露
見
し
た
こ
と
を
背
景
（Pinto-D

uschinsky 2002

）
に
、
国
際
機
関
が
中
心
と
な
り
腐
敗
防
止
規
範
の

国
際
標
準
化
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
た
（
山
田 
二
〇
一
五
）。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
国
連
腐
敗
防
止
条
約
（U

nited N
a-

tions Convention against Corruption

）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
汚
職
以
外
に
も
、
自
由
で
公
正
な
選
挙
、
効
率
的
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
民
主
主
義
な
ど
の
観
点
（O

hm
an 2013

）
か
ら
も
望
ま
し
い
制
度
像
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
報
告
書
の
例
に
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（2016

）、
欧
州
議
会
（van Biezen 2003

）、
民
主
主
義
・
選
挙
支
援
国
際
研
究
所
（International Institute for D

e-

m
ocracy and Electoral A

ssistance; 

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）（O

hm
an 2012

）、
国
際
選
挙
シ
ス
テ
ム
財
団
（International Foundation 

for Electoral System
s; 

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
）（O

hm
an 2013

）
が
あ
る
。

　

こ
の
背
景
の
下
、
国
際
比
較
可
能
な
制
度
デ
ー
タ
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
で
定
量
的
な
制
度
研
究
が
進
展
し
た
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
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は
二
〇
二
一
年
時
点
で
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
一
八
〇
ケ
国
に
及
ぶ
制
度
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
定
量
、

定
性
を
問
わ
ず
制
度
の
多
様
性
や
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
個
別
の
制
度
論
研
究
の
内
容
を
確
認
す
る
。
一
項
で
は
政
治
資
金
制
度
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
多
様
性
を
確
認
す
る
。

次
い
で
二
項
で
は
、
政
治
資
金
制
度
の
類
型
が
政
治
代
表
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
検
討
す
る
。

1　

政
治
資
金
制
度
の
内
容
と
類
型
化

　

は
じ
め
に
、
政
治
資
金
制
度
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ピ
ッ
パ
・
ノ
リ
ス
ら
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
の
政
治
資
金
制
度
の
デ
ー
タ

で
の
区
分
を
参
照
し
て
、
次
の
四
項
目
を
政
治
資
金
制
度
の
構
成
要
素
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（N

orris and A
bel van Es 2016

）。

　

第
一
に
、
献
金
規
制
（contribution lim

its

）
は
献
金
額
の
上
限
、
献
金
の
主
体
、
対
象
の
範
囲
な
ど
を
定
め
る
制
度
で
あ
る
。

第
二
に
、
支
出
規
制
（spending lim
its

）
は
政
党
や
候
補
者
が
平
時
や
選
挙
期
間
に
支
出
で
き
る
上
限
額
、
ま
た
項
目
毎
の
支
出
上

限
な
ど
を
定
め
る
制
度
で
あ
る
。
第
三
に
、
情
報
公
開
（disclosure requirem

ents

）
は
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
議
員
、
政
党
、

献
金
者
な
ど
の
収
支
状
況
を
公
開
す
る
制
度
を
指
す
。
第
四
に
、
公
的
助
成
（public subsidies

）
は
政
党
や
候
補
者
に
対
す
る
直

接
的
な
資
金
給
付
や
、
間
接
的
な
減
税
措
置
や
政
見
放
送
枠
の
設
定
な
ど
を
含
む
。

　

ま
た
、
献
金
規
制
と
支
出
規
制
に
特
段
の
区
別
を
設
け
な
い
場
合
も
あ
る
。
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
フ
ァ
ン
・
ビ
ー
ゼ
ン
は
、
献
金
と
支

出
へ
の
規
制
（regulation

）、
透
明
性
（transparency

）、
助
成
（subsidization

）
か
ら
政
治
資
金
制
度
を
類
型
化
し
て
い
る

（van Biezen 2010

）。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
治
の
文
脈
で
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ィ
ト
コ
は
情
報
公
開
、
支
出
規
制
と
公
的
助
成
、

献
金
規
制
の
三
側
面
か
ら
、
規
制
の
程
度
を
計
測
し
て
い
る
（W

itko 2005
）。
こ
の
整
理
は
、
政
治
資
金
制
度
の
改
革
過
程
を
捉
え

る
目
的
で
国
際
比
較
に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
（Boatright 2015

）。
少
な
く
と
も
比
較
研
究
上
で
は
、
政
治
資
金
制
度
は
献
金
規
制
、
（阪大法学）71（5-253）　1429〔2022. 1 〕
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支
出
規
制
、
情
報
公
開
、
公
的
助
成
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
先
行
研
究
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
類
型
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
見
解
は
、
政
治
資
金
制
度

全
体
の
規
制
度
合
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
ノ
リ
ス
と
ア
ベ
ル
・
フ
ァ
ン
・
エ
ス
は
、
規
制
の
強
さ
を
「
自
由
市
場
政
策
」
的
か

「
国
家
管
理
政
策
」
的
か
の
一
次
元
上
で
評
価
す
る
（N

orris and A
bel van Es 2016

）。
つ
ま
り
規
制
の
強
弱
を
、
国
家
が
政
党

や
議
員
に
介
入
す
る
手
段
を
ど
の
程
度
持
つ
か
と
い
う
点
か
ら
捉
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
情
報
公
開
の
程
度
が
高
く
、
献
金
規
制
、
支

出
規
制
が
厳
し
く
公
的
助
成
が
あ
る
場
合
、
国
家
管
理
政
策
的
な
政
治
資
金
制
度
だ
と
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
の
政
治
資
金
の

制
度
デ
ー
タ
を
ベ
イ
ズ
因
子
分
析
に
か
け
て
得
点
化
す
る
こ
と
で
、
実
証
的
に
国
ご
と
に
規
制
度
合
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
次
元
的
な
制
度
の
理
解
を
超
え
、
制
度
の
内
容
を
加
味
し
て
制
度
の
多
様
性
を
把
握
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ばCa-

sas-Zam
ora 2005

）。
孫
斉
庸
は
、
公
的
助
成
制
度
を
除
く
全
般
的
な
規
制
度
合
と
企
業
・
団
体
献
金
へ
の
規
制
の
有
無
か
ら
分
類
を

試
み
て
い
る
。
分
析
か
ら
は
、
全
般
的
な
規
制
も
弱
く
、
企
業
団
体
献
金
に
容
認
的
な
「
自
由
放
任
型
」、
企
業
団
体
献
金
を
認
め
つ

つ
も
、
全
般
的
な
規
制
の
程
度
が
強
い
「
規
制
さ
れ
た
民
間
許
容
型
」、
全
般
的
な
規
制
も
企
業
団
体
へ
の
規
制
も
強
い
「
民
間
排
除

型
」
の
三
類
型
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
孫 

二
〇
一
三
）。
他
に
も
デ
ビ
ッ
ト
・
Ｌ
．
ウ
ィ
ル
ツ
ら
は
政
党
へ
の
規
制
に
着
目
し
て
、
多

く
の
国
が
三
類
型
に
該
当
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
党
の
収
入
規
制
が
弱
く
透
明
性
が
高
い
「
市
場
本
位
レ
ジ
ー
ム
」、
収
入
規
制

が
強
く
透
明
性
が
高
い
「
公
共
事
業
レ
ジ
ー
ム
」、
収
入
規
制
が
強
く
透
明
性
も
低
い
「
非
規
制
レ
ジ
ー
ム
」
で
あ
る
（W

iltse et al. 

2019

）。

　

こ
れ
ら
の
類
型
を
も
と
に
す
る
と
、
日
本
の
政
治
資
金
制
度
は
「
規
制
さ
れ
た
民
間
許
容
型
」
で
あ
り
、
政
党
へ
の
規
制
は
「
公
共

事
業
レ
ジ
ー
ム
」
寄
り
の
平
均
的
な
位
置
で
あ
る
。
ま
た
、
制
度
の
内
容
で
見
る
と
、
透
明
性
と
助
成
の
程
度
が
高
く
、
規
制
が
中
程

度
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
て
い
る
（van Biezen 2010

）。
つ
ま
り
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
政
治
資
金
制
度
は
、
国
際
比
較
で
見

（阪大法学）71（5-254）　1430〔2022. 1 〕
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る
と
全
体
的
に
規
制
や
情
報
公
開
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
献
金
規
制
は
中
程
度
な
い
し
緩
や
か
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

政
治
資
金
制
度
の
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
効
果

　

次
に
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
制
度
帰
結
と
し
て
政
党
シ
ス
テ
ム
や
政
策
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
。
先
行
研
究
は
政
治
資
金
制
度
を
類
型

化
し
た
上
で
、
各
国
の
制
度
配
置
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
制
度
設
計
の
違
い
が
代
表
さ
れ
る
利
益
に
違
い

を
生
む
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

　
　

政
党
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響

　

は
じ
め
に
政
党
シ
ス
テ
ム
へ
の
効
果
を
確
認
す
る
。
先
行
研
究
の
結
果
を
先
取
り
す
る
と
、
小
政
党
が
資
金
を
得
や
す
い
制
度
設
計

で
あ
る
ほ
ど
、
有
効
政
党
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
政
党
論
は
、
既
成
政
党
が
国
家
か
ら
政
党
助
成
を
受
け
る
こ
と
で
、

新
規
政
党
の
参
入
が
阻
害
さ
れ
、
政
党
間
競
争
が
抑
制
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
（K

atz and M
air 1995

）。
ま
た
助
成
制
度
の
み

で
は
な
く
、
政
治
資
金
制
度
も
国
家
、
政
党
、
市
民
社
会
間
を
関
係
づ
け
る
要
素
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
（van Biezen and K

o-

pecký 2007

）。

　

さ
ら
に
新
規
政
党
の
参
入
を
促
進
す
る
条
件
と
し
て
政
治
資
金
制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｄ
．
ポ
ッ
タ
ー
と
マ
ル

ギ
ト
・
タ
ビ
ッ
ツ
は
、
政
治
資
金
制
度
が
有
効
政
党
数
に
与
え
る
影
響
を
多
国
間
比
較
か
ら
検
討
し
た
（Potter and T

avits 2015

）。

　

彼
ら
は
大
政
党
と
小
政
党
と
で
選
挙
資
源
へ
の
到
達
の
容
易
さ
が
異
な
る
程
度
を
、「
資
金
平
等
性
（fund parity

）」
と
し
て
定
義

し
て
い
る
。
資
金
平
等
性
は
、
①
政
党
へ
の
量
的
献
金
規
制
の
有
無
、
②
特
定
の
選
挙
期
間
に
お
け
る
政
党
の
支
出
規
制
の
有
無
、
③

政
見
放
送
の
時
間
配
分
の
基
準
、
④
公
的
助
成
の
政
党
へ
の
配
分
の
基
準
か
ら
操
作
化
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
政
党
へ
の
個
人
献
金
や
政

（
4
）

（
5
）
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党
の
支
出
が
制
限
さ
れ
、
政
見
放
送
枠
や
公
的
助
成
が
平
等
に
配
分
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
資
金
平
等
性
は
高
い
。
分
析
結
果
に
よ
る

と
、
資
金
平
等
性
が
高
い
国
ほ
ど
、
有
効
政
党
数
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
、
小
政
党
で
も
選
挙
資
源
の
確
保
が
容
易
な
制
度
配
置
の
下

で
は
、
新
規
参
入
が
容
易
に
な
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
選
挙
制
度
か
ら
予
測
さ
れ
る
逸
脱
事
例
に
説
明
を
与
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
の
下
院
で
あ
る
国

民
議
会
は
平
均
八
か
ら
九
人
程
度
の
選
挙
区
定
数
を
と
る
比
例
代
表
制
だ
が
、
実
際
の
有
効
政
党
数
は
Ｍ
＋
1
を
下
回
る
。
ポ
ッ
タ
ー

た
ち
は
、
資
金
平
等
性
が
低
い
制
度
設
計
が
起
こ
し
た
現
象
だ
と
説
明
し
て
い
る
（Potter and T

avits 2015

）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
析
対
象
を
絞
っ
た
研
究
は
、
資
金
平
等
性
の
有
効
政
党
数
へ
の
効
果
は
民
主
化
が
遅
れ
た
国
で
大
き
い
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
新
規
政
党
に
と
っ
て
資
金
調
達
の
経
路
が
少
な
い
た
め
、
政
治
資
金
制
度
の
効
果
が
大
き
い
（Rashko-

va and Su 2020

）。
ま
た
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
ー
ス
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ビ
ン
ス
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
（party system

 insti-

tutionalization

）
が
遅
れ
た
東
欧
を
対
象
に
、
政
治
資
金
制
度
の
効
果
を
検
討
し
て
い
る
。
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
政
党
助
成
金
が

な
く
、
献
金
規
制
が
厳
し
い
場
合
、
新
規
参
入
政
党
に
と
っ
て
資
金
を
得
る
手
立
て
が
な
く
な
る
た
め
、
有
効
政
党
数
は
低
下
す
る

（Booth and Robbins 2010

）。

　

以
上
の
政
治
資
金
制
度
研
究
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
研
究
に
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
。
主
に
選
挙
制
度
や
社
会
的
亀
裂
を
原
因
と
し

て
政
党
シ
ス
テ
ム
が
説
明
さ
れ
て
き
た
（
岩
崎 

二
〇
二
〇
）
の
に
対
し
て
、
政
治
資
金
制
度
研
究
も
カ
ル
テ
ル
政
党
論
を
背
景
に
政

党
間
競
争
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
政
治
献
金
な
ど
既
成
政
党
の
収
入
を
低
下
さ
せ
る
場
合
、
小
政
党
や
潜
在
的
な
候
補
者

群
に
と
っ
て
議
会
へ
の
参
入
は
よ
り
現
実
的
な
選
択
肢
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
政
治
資
金
制
度
は
政
党
数
に
影
響
す
る
と
予
測
さ
れ
、

政
党
シ
ス
テ
ム
研
究
の
文
脈
で
も
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（阪大法学）71（5-256）　1432〔2022. 1 〕



政治資金研究の動向（一）　
　
　

政
策
へ
の
影
響

　

次
に
政
策
へ
の
効
果
を
検
討
す
る
。
政
策
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
最
終
的
な
成
果
物
で
あ
り
、
誰
の
意
見
が
政
策
に
反
映
さ
れ
る
の
か

は
政
治
代
表
を
論
じ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
民
意
と
政
策
の
関
係
に
着
目
し
た
代
表
研
究
（
大
村 

二
〇
一
一
）
と
問
題

意
識
を
共
有
し
て
お
り
、
政
治
的
不
平
等
や
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
代
表
な
ど
の
論
点
か
ら
議
論
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ジ
ャ
イ
レ
ン
ス
は
、
福
祉
政
策
領
域
を
除
い
て
政
府
が
政
策
変
更
に
富
裕
層
の
政
策
選
好
を
反
映
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
是
正
策

と
し
て
政
治
資
金
制
度
の
改
革
を
挙
げ
て
い
る
（Gilens 2012

）。

　

実
証
例
と
し
て
政
治
資
金
制
度
が
誰
の
利
益
を
反
映
し
た
財
政
支
出
を
促
す
か
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
州
ご
と
に
政

治
資
金
制
度
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
規
制
が
厳
し
い
州
で
は
予
算
に
占
め
る
公
共
福
祉
支
出
割
合
が
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
規
制
強
化
が
企
業
な
ど
か
ら
の
収
入
割
合
を
低
下
さ
せ
、
労
働
者
階
級
出
身
議
員
の
参
入
障
壁
を
下
げ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（Flavin 2015

）。

　

他
方
で
、
政
治
資
金
制
度
が
政
策
変
化
に
影
響
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
研
究
も
存
在
す
る
。
デ
ヴ
ィ
ン
・
コ
ー
ギ
ー
と
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
州
ご
と
の
政
策
変
化
を
分
析
し
て
い
る
が
、
各
州
の

献
金
規
制
は
影
響
を
与
え
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
（Caughey and W

arshaw
 2018

）。
た
だ
し
、
政
治
資
金
制
度
の
政
策
へ
の
効

果
は
、
未
だ
研
究
蓄
積
が
少
な
く
、
更
な
る
実
証
研
究
が
望
ま
れ
る
。

3　

小
括

　

本
節
で
は
、
政
治
資
金
制
度
の
類
型
化
と
そ
の
効
果
を
紹
介
し
た
。
政
治
資
金
制
度
は
四
つ
の
下
位
制
度
か
ら
成
り
立
ち
、
各
国
の

制
度
配
置
の
状
況
も
多
様
で
あ
る
。
ま
た
政
党
シ
ス
テ
ム
と
政
策
と
い
う
異
な
る
帰
結
に
着
目
し
た
研
究
を
紹
介
し
た
。
前
者
は
カ
ル
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テ
ル
政
党
、
後
者
は
政
治
的
不
平
等
と
い
う
異
な
る
研
究
関
心
か
ら
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
十
分
に
相
互
参
照
さ
れ
て
き
た
と
は

言
え
ず
、
政
治
資
金
制
度
、
政
党
シ
ス
テ
ム
、
政
策
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
が
未
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
し
個
々
の
研
究

で
は
、
政
党
間
競
争
の
平
等
さ
や
民
意
と
政
策
の
関
係
を
論
じ
て
お
り
、
代
表
過
程
の
一
側
面
を
扱
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
政

治
代
表
に
関
連
し
て
、
制
度
論
の
課
題
に
は
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
政
治
資
金
制
度
が
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
、
政
治
代
表
の
各
過
程
ご
と
に
研
究
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
献
金
を
通
じ
た
参
加
や
組
織
化
、
選
挙
、
政
党
に
よ
る
利
益
集
約
、
議
会
で
の
課
題
設
定
や
政
策
形
成
な
ど
の
利
益
表

出
と
い
っ
た
異
な
る
過
程
が
想
定
で
き
る
。
制
度
論
で
は
、
制
度
全
体
の
効
果
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
個
々
の
制
度
内
容
が

も
つ
効
果
を
捨
象
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
献
金
を
通
じ
た
参
加
と
選
挙
を
比
べ
る
と
、
適
用
さ
れ
る
制
度
（
献
金
規
制
か
支
出
規
制

か
）
も
、
着
目
す
べ
き
ア
ク
タ
ー
（
献
金
者
か
議
員
か
）
も
異
な
る
。
各
過
程
で
の
ア
ク
タ
ー
や
制
度
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
制

度
と
政
策
の
間
に
存
在
し
う
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
。

　

第
二
に
、
政
党
間
の
政
策
距
離
へ
の
制
度
的
効
果
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
政
党
数
だ
け
で
は
な
く

政
党
間
の
政
策
距
離
も
包
含
す
る
概
念
で
あ
る
（Sartori 1976=1992

）。
献
金
者
が
有
権
者
と
異
な
る
選
好
を
持
つ
な
ら
ば
、
議
員

や
政
党
が
資
金
調
達
の
た
め
に
政
策
位
置
を
調
整
し
、
政
党
間
の
政
策
距
離
も
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
制
度
が
政
党

間
の
政
策
距
離
を
拡
大
さ
せ
る
の
か
、
収
斂
さ
せ
る
の
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

次
節
以
降
、
マ
ク
ロ
な
制
度
論
か
ら
ミ
ク
ロ
な
ア
ク
タ
ー
研
究
に
視
線
を
移
す
。
具
体
的
に
は
、
献
金
者
、
議
員
、
政
党
組
織
に
関

す
る
実
証
研
究
を
取
り
上
げ
、
ま
た
ア
ク
タ
ー
の
動
機
や
制
度
制
約
下
で
の
行
動
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

（阪大法学）71（5-258）　1434〔2022. 1 〕



政治資金研究の動向（一）　

四　

献
金
の
動
機
と
パ
タ
ー
ン
：
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
誰
が
献
金
す
る
の
か

　

献
金
者
は
、
有
権
者
と
議
員
間
で
想
定
さ
れ
る
代
表
関
係
に
影
響
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
企
業
、
利
益
団
体
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
（
政
治
活
動
委
員
会; political action com

m
ittee

）
と
個
人
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
献
金
者
が
中
位
有
権
者
と
比
べ
て
高

所
得
、
高
学
歴
な
男
性
な
ら
、
代
表
さ
れ
る
利
益
に
は
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
る
（Francia et al. 2003: 18-19

）。
他
方
で
、
過
小
代
表

さ
れ
て
き
た
層
が
頻
繁
に
献
金
す
る
な
ら
、
代
表
の
質
を
改
善
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
誰

が
献
金
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

加
え
て
、
献
金
が
有
権
者
と
議
員
の
代
表
関
係
に
影
響
す
る
か
も
検
討
す
る
。
も
し
議
員
や
政
党
が
献
金
者
の
行
動
を
考
慮
す
る
な

ら
ば
、
有
権
者
と
議
員
の
選
挙
を
通
じ
た
代
表
関
係
は
弱
ま
り
、
特
定
の
層
（
例
え
ば
経
済
エ
リ
ー
ト
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
の
利
益
が

表
出
さ
れ
る
こ
と
を
促
す
。
献
金
者
の
存
在
は
有
権
者
と
議
員
間
の
み
を
想
定
す
る
代
表
観
を
修
正
し
、
よ
り
複
雑
な
政
治
代
表
を
捉

え
る
上
で
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
献
金
研
究
の
発
展
は
政
治
資
金
デ
ー
タ
の
情
報
公
開
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
連
邦
選
挙
委
員

会
（Federal Election Com

m
ission; 

Ｆ
Ｅ
Ｃ
）
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
候
補
者
や
政
党
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
個
人
の
献
金
記
録
な
ど

を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
大
規
模
デ
ー
タ
か
ら
献
金
行
動
の
実
証
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
以
下
で
は
ア
メ
リ
カ
で
の
地
域
研

究
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

　

献
金
者
の
動
機
、
パ
タ
ー
ン
、
有
権
者
と
の
違
い
に
関
し
て
、
一
項
で
利
益
団
体
、
企
業
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
二
項
で
個
人
献
金
者
に
つ
い

て
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
三
項
で
は
献
金
規
制
と
い
う
制
約
下
で
の
献
金
者
の
行
動
と
そ
の
帰
結
を
検
討
す
る
。
四
項
で
は
献
金
研

究
を
整
理
し
、
今
後
の
研
究
展
望
を
述
べ
る
。

（
6
）

（
7
）
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1　

利
益
団
体
、
企
業
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

　
　

①　

献
金
の
動
機

　

な
ぜ
利
益
団
体
や
企
業
は
献
金
す
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
利
益
団
体
や
企
業
が
直
接
献
金
で
き
な
い
た
め
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
分
析
を
通

じ
て
献
金
動
機
や
戦
略
性
の
理
解
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
研
究
で
は
、
献
金
す
る
理
由
と
し
て
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
政
策
に
対
す
る
影
響
力
の
獲
得
で
あ
る
。
例
え
ば
、
農
業
生
産
者
団
体
で
あ
れ
ば
、
農
作
物
の
価
格
競
争
を
抑
え
、
安
定

価
格
に
よ
る
供
給
を
行
う
法
制
度
を
維
持
さ
せ
る
べ
く
献
金
す
る
。
つ
ま
り
団
体
は
立
法
に
よ
る
「
物
理
的
な
利
益
（m

aterial ben-

efit

）」
を
獲
得
す
る
た
め
投
資
的
に
献
金
す
る
（La Raja and Schaffner 2015; A

nsolabehere et al. 2003

）。

　

た
だ
し
、
献
金
が
即
座
に
立
法
内
容
に
結
び
つ
く
と
考
え
る
の
は
短
絡
的
で
あ
る
。
議
員
の
買
収
は
違
法
行
為
で
あ
り
、
観
測
が
難

し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
（Pow

ell and Grim
m

er 2016

）。
そ
の
た
め
献
金
と
立
法
行
動
の
交
換
関
係
は
即
座
に
成
立
せ
ず
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
研
究
で
は
政
治
的
影
響
力
の
前
提
条
件
を
探
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
政
策
形
成
者
に
対
す
る
接
触
（access

）
機
会
の
獲
得
で
あ
る
。
接
触
と
い
う
表
現
に
は
様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る

（A
usten-Sm

ith 1995

）
が
、
こ
こ
で
は
単
に
ア
ク
タ
ー
が
政
策
決
定
者
と
意
見
交
換
す
る
た
め
に
接
触
で
き
る
こ
と
を
指
す
（Ber-

ry and W
ilcox 2018: 123-124 ; K

alla and Broockm
an 2016

）。
Ｐ
Ａ
Ｃ
や
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
接
触

機
会
を
追
求
す
る
こ
と
か
ら
、
接
触
志
向
（access-oriented
）
と
呼
ば
れ
る
（Barber 2016a; Pow

ell and Grim
m

er 2016; 

Fouirnaies and H
all 2018

）。

　

接
触
は
、
献
金
者
が
議
員
行
動
に
影
響
を
与
え
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
（Berry and W

ilcox 2018: 123

）。
献
金
者
は
、
議

員
の
意
思
決
定
（
例
え
ば
点
呼
投
票
）
で
は
な
く
、
議
会
で
の
課
題
設
定
に
働
き
か
け
る
。
例
え
ば
、
農
業
生
産
者
団
体
は
、
接
触
を

通
じ
て
情
報
を
提
供
し
、
自
身
に
関
係
の
あ
る
課
題
を
設
定
す
る
よ
う
に
議
員
を
促
す
（H

all and W
aym

an 1990; Fouirnaies 
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2018

）。
こ
の
例
は
、
献
金
動
機
が
団
体
の
興
味
が
あ
る
個
別
的
分
野
（
例
え
ば
農
業
政
策
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

で
は
献
金
者
が
政
策
へ
の
影
響
を
意
図
し
て
献
金
す
る
に
し
て
も
、
実
際
に
政
策
内
容
の
変
化
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

議
員
の
認
知
か
ら
献
金
の
効
果
が
確
認
で
き
る
。
リ
ン
ダ
・
Ｗ
．
パ
ウ
エ
ル
は
、
州
議
会
議
員
を
対
象
に
サ
ー
ベ
イ
を
行
い
、
献
金
の

法
案
へ
の
影
響
認
知
を
分
析
し
た
。
個
人
レ
ベ
ル
で
は
資
金
調
達
に
か
け
る
時
間
が
長
く
、
出
世
の
野
心
が
強
い
議
員
ほ
ど
献
金
が
法

案
に
与
え
る
影
響
を
認
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
（Pow

ell 2012

）。
次
に
、
特
定
領
域
の
政
策
帰
結
で
も
献
金
の
効
果
が
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
献
金
が
、
通
信
領
域
で
の
新
規
参
入
業
者
が
支
払
う
べ
き
金
額
（D

e Figueiredo and Edw
ards 2007

）
や
株
価
（Cooper 

et al. 2010

）
に
影
響
す
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
や
企
業
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
性
を
よ
り
重
視
す
る
団
体
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
存
在
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
異
な
る
献
金
行
動
を
す
る
可
能
性
が
あ

る
（Brunell 2005

）。
例
え
ば
、
不
動
産
業
界
団
体
を
母
体
と
す
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
女
性
の
中
絶
に
お
け
る
自
己
決
定
権
獲
得
を
目
的
と

す
る
エ
ミ
リ
ー
ズ
・
リ
ス
ト
で
は
志
向
性
が
異
な
る
と
想
定
で
き
る
。

　

第
二
に
、
利
益
団
体
に
と
っ
て
政
治
献
金
は
政
治
資
源
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
利
益
団
体
の
サ
ー
ベ
イ
調
査
か
ら
は
、
政
策
変
更
の

成
功
認
知
と
支
出
額
は
無
相
関
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Baum

gartner et al. 2009

）。
ま
た
、
利
益
団
体
の
資
金
保
有

量
そ
の
も
の
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
の
成
功
認
知
に
有
意
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
（M

cK
ay 2012

）。
そ
の
た
め
今
後
の
課
題
は
、
献

金
が
政
策
に
影
響
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
献
金
を
介
し
て
議
員
に
接
触
し
、
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
8
）

（阪大法学）71（5-261）　1437〔2022. 1 〕



論　　　説
　
　

②　

献
金
の
パ
タ
ー
ン

　

で
は
、
献
金
者
が
個
別
的
政
策
へ
の
影
響
を
意
図
す
る
と
き
、
候
補
者
の
何
を
判
断
基
準
に
献
金
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、

候
補
者
の
権
限
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
献
金
者
が
関
心
を
持
つ
政
策
領
域
に
関
係
す
る
役
職
や
、
党
内
で
の
権
限
の
強
さ
、
与
党
議

員
や
現
職
議
員
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
シ
グ
ナ
ル
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
政
策
に
関
す
る
専
門
知
識
で
あ
る
。

　

ま
た
献
金
者
の
志
向
が
一
義
的
で
な
い
こ
と
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
権
限
や
政
策
を
重
視
す
る
程
度
は
団
体
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

る
。
例
え
ば
、
政
策
受
益
団
体
と
比
べ
、
市
民
団
体
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
要
視
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
は
ど

の
よ
う
な
団
体
が
党
派
性
を
重
視
し
て
献
金
し
て
い
る
の
か
も
検
討
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
団
体
が
献
金
す
る
と
き
、
役
職
、
現
職
、
専
門
性
、
党
派
性
が
、
献
金
者
へ
の
シ
グ
ナ
ル
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
を
説
明
す
る
。

　
　

役
職

　

一
つ
目
の
要
素
は
、
団
体
に
関
連
す
る
委
員
会
へ
の
所
属
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
下
院
議
員
を
対
象
に
し
た
ト
ー
マ
ス
・
ロ

マ
ー
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｍ
．
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
研
究
で
は
、
利
益
団
体
の
献
金
が
立
法
時
の
課
題
設
定
に
影
響
す
る
と
考
え
、
所
属
す

る
委
員
会
に
よ
り
受
け
る
献
金
額
が
異
な
る
と
予
測
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
議
員
が
特
定
の
委
員
会
に
移
動
す
る
と
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
献
金
額
が
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
予
算
全
般
を
扱
う
歳
入
委
員
会
や
、
個
別
政
策
を
扱
う
委
員
会
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
通
商
委
員
会
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
委

員
会
へ
の
所
属
だ
け
で
な
く
、
委
員
長
職
に
就
く
こ
と
で
も
献
金
額
が
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
団
体
が
特
定
の
政
策
に
関
心
が
あ

る
と
き
、
議
員
の
権
限
が
献
金
の
手
が
か
り
に
な
る
（Rom

er and Snyder 1994
）。
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二
〇
一
〇
年
代
以
降
も
、
ロ
マ
ー
ら
の
研
究
に
触
発
さ
れ
、
よ
り
厳
密
に
因
果
関
係
を
識
別
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
研
究
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。
ロ
マ
ー
ら
の
研
究
の
問
題
点
は
、
委
員
会
の
移
動
と
資
金
の
増
加
を
同
時
に
決
定
す
る
交
絡
変
数
の
存
在
が
否
定
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
議
員
の
能
力
や
評
価
が
向
上
し
た
た
め
、
歳
入
委
員
会
に
所
属
で
き
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
献
金
を
集
め
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

エ
レ
ノ
ア
・
ネ
フ
・
パ
ウ
エ
ル
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
リ
マ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
委
員
会
か
ら
の
退
出

デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
与
党
が
野
党
に
転
じ
る
よ
う
な
大
敗
を
喫
し
た
と
き
、

委
員
会
へ
の
配
分
議
席
が
減
少
す
る
こ
と
を
利
用
す
る
。
交
絡
変
数
（
議
員
の
能
力
な
ど
）
に
関
係
な
く
介
入
（
委
員
会
の
退
出
）
さ

れ
る
た
め
、
退
出
議
員
と
非
退
出
議
員
の
同
質
性
が
仮
定
で
き
る
。
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
委
員
会
か
ら
の
退
出
が
、
ど
の
程
度
献
金

額
を
減
ら
す
の
か
を
分
析
し
て
い
る
。

　

パ
ウ
エ
ル
ら
は
、
接
触
志
向
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
党
派
的
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
区
別
し
、
献
金
の
方
法
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
接
触
志

向
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
退
出
し
た
議
員
へ
の
献
金
を
減
ら
す
一
方
、
野
党
議
員
を
含
む
非
退
出
議
員
に
一
定
の
献
金
を
続
け
た
。
他
方
、
党

派
的
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
委
員
会
か
ら
退
出
し
た
議
員
に
も
献
金
を
減
ら
さ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
（Pow

ell and Grim
m

er 2016

）。

　

州
議
会
議
員
を
対
象
に
し
た
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
再
確
認
し
て
い
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ネ
イ
ズ
と
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
Ｂ
．
ホ
ー
ル
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
全
州
上
下
両
院
に
お
け
る
委
員
会
割
り
振
り
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
差
の
差

分
析
（difference-in-differences; 

Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
を
し
た
（Fouirnaies and H

all 2018

）。

　

こ
の
分
析
で
も
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
関
係
す
る
委
員
会
所
属
の
議
員
に
多
く
献
金
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
保
険
業
界
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
保
険
関
係

の
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
議
員
に
献
金
を
増
や
す
一
方
で
、
農
業
委
員
会
所
属
の
議
員
に
は
献
金
し
な
い
。
特
に
、
献
金
の
増
額
が

顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
保
険
、
銀
行
、
農
業
、
健
康
、
運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
企
業
と
い
っ
た
個
別
政
策
に
関
す
る
委
員
会
や
議
事
運

（
9
）
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営
委
員
会
へ
の
所
属
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
委
員
会
の
人
事
権
限
が
あ
る
議
員
に
は
献
金
が
集
中
し
た
。
他
方
、
防
衛
、
憲
法
、
教
育

な
ど
の
委
員
会
へ
の
所
属
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
献
金
を
増
や
す
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　

別
稿
に
て
、
フ
ォ
ー
ネ
イ
ズ
は
委
員
会
で
の
課
題
設
定
能
力
の
高
い
議
員
が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
献
金
を
集
め
る
こ
と
を
示
し
た
。
具
体

的
に
は
委
員
長
、
院
内
総
務
（leader

）、
議
長
と
い
っ
た
議
員
で
あ
る
。
こ
の
職
に
就
く
こ
と
で
、
製
薬
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

金
融
・
保
険
・
不
動
産
と
い
っ
た
業
界
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
献
金
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
フ
ォ
ー
ネ
イ
ズ
と
ホ
ー
ル
の
知
見
と
整
合
的
で

あ
り
、
規
制
を
受
け
る
業
界
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
接
触
機
会
を
求
め
て
戦
略
的
に
献
金
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（Fouirnaies 2018

）。

　

先
行
研
究
の
知
見
を
ま
と
め
る
と
、
接
触
志
向
の
献
金
者
は
、
次
の
委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
や
委
員
長
に
献
金
す
る
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
①
Ｐ
Ａ
Ｃ
自
身
の
利
益
に
か
か
わ
る
政
策
領
域
の
委
員
会
、
②
歳
入
委
員
会
な
ど
資
金
配
分
全
般
に
関
わ
る
委
員
会
、
③
課

題
設
定
に
働
き
か
け
ら
れ
る
議
事
運
営
委
員
会
で
あ
る
。
ま
た
、
人
事
権
の
あ
る
議
員
に
も
献
金
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　

現
職

　

二
つ
目
の
要
素
は
、
現
職
か
ど
う
か
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ネ
イ
ズ
と
ホ
ー
ル
は
、
現
職
で
あ
る
こ
と
が
議
員
の
資
金
調
達
額
に
与
え
る

影
響
を
回
帰
不
連
続
デ
ザ
イ
ン
（regression discontinuity design; 

Ｒ
Ｄ
Ｄ
）
か
ら
推
定
し
て
い
る
。
当
選
マ
ー
ジ
ン
を
閾
値
と

し
て
、
選
挙
に
僅
差
で
勝
っ
た
候
補
者
を
処
置
群
、
僅
差
で
敗
北
し
た
候
補
者
を
統
制
群
と
し
て
い
る
。
こ
の
実
験
デ
ザ
イ
ン
の
下
で

は
、
選
挙
後
に
当
選
し
た
候
補
者
が
落
選
し
た
候
補
者
よ
り
も
献
金
を
獲
得
し
て
い
た
。
種
別
で
見
る
と
、
先
述
し
た
研
究
と
同
様
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
健
康
、
輸
送
と
い
っ
た
被
規
制
業
界
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
当
選
し
た
候
補
者
に
献
金
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

他
方
、
個
人
献
金
者
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
落
選
・
当
選
に
か
か
わ
ら
ず
献
金
を
続
け
て
い
た
（Fouirnaries and H

all 

2014

）。
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接
触
志
向
の
献
金
者
に
と
っ
て
、
役
職
者
や
現
職
で
あ
る
こ
と
が
献
金
の
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
い
ず
れ
の
実
証
結

果
か
ら
も
、
接
触
志
向
の
献
金
者
は
関
係
の
あ
る
政
策
に
影
響
力
の
あ
る
議
員
に
集
中
し
て
献
金
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

専
門
性

　

三
つ
目
の
要
素
は
、
政
策
に
関
す
る
専
門
性
で
あ
る
。
ケ
ヴ
ィ
ン
・
Ｍ
．
エ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
政
策
を
例
に
議
員
の

専
門
性
と
献
金
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
初
め
に
委
員
会
に
お
け
る
議
員
の
発
言
内
容
が
、
分
析
的
な
言
説
か
経
験
的
な
言
説
か

を
分
類
し
て
い
る
。
分
析
的
な
言
説
（analytical discourse

）
は
、
複
雑
か
つ
詳
細
で
政
策
に
焦
点
を
当
て
た
反
証
可
能
な
発
言
で

あ
る
。
経
験
的
な
言
説
（experim

ental discourse

）
は
、
政
策
に
関
し
て
個
人
的
な
経
験
に
焦
点
を
当
て
た
反
証
可
能
で
な
い
発

言
で
あ
る
。
委
員
会
で
頻
繁
に
分
析
的
な
言
説
を
放
つ
の
で
あ
れ
ば
政
策
分
析
能
力
（policy analytical capacity

）
が
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
。
分
析
の
結
果
、
政
策
形
成
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
で
献
金
額
は
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（Esterling 2007

）。

つ
ま
り
、
議
員
が
専
門
性
を
獲
得
し
て
議
会
で
発
言
す
る
こ
と
で
、
献
金
者
は
議
員
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

党
派
性

　

四
つ
目
の
要
素
は
、
党
派
性
で
あ
る
。
企
業
・
利
益
団
体
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
ご
と
に
志
向
性
は
異
な
る
た
め
、
議
員
の
党
派
性
を
重
視
す
る

度
合
も
異
な
る
。
例
え
ば
、
政
策
受
益
団
体
と
比
べ
、
市
民
団
体
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
視
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
労
働
組
合
や

宗
教
団
体
は
、
系
列
先
の
政
党
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
問
題
意
識
か
ら
ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
．
ル
ド
ル
フ
は
、
労
働
組
合
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
企
業
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
、
与
党
議
員
で
あ
る
か
を
重
視
す
る

程
度
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
企
業
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
候
補
者
の
与
党
所
属
か
否
か
を
重
視
す
る
こ
と
に
比
べ
て
、
労
働
組
合
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
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所
属
政
党
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
視
し
て
い
た
（Rudolph 1999

）。
似
た
パ
タ
ー
ン
は
現
職
へ
の
献
金
で
も
確
認
で
き
る
。
接
触
志

向
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
比
べ
て
、
労
組
、
環
境
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
議
員
が
現
職
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な

い
（Fouirnaies and H

all 2014

）。
た
だ
し
、
政
党
と
系
列
化
さ
れ
て
い
る
団
体
で
も
、
政
党
間
の
妥
協
を
引
き
出
す
た
め
、
他
の

政
党
候
補
者
に
献
金
す
る
場
合
も
あ
る
（Brunell 2005

）。

　

接
触
志
向
の
献
金
者
が
何
を
判
断
基
準
に
す
る
の
か
を
整
理
す
る
。
先
行
研
究
で
は
主
に
、
役
職
、
現
職
、
専
門
性
、
党
派
性
を
挙

げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
献
金
者
が
、
特
定
政
策
に
関
心
を
持
ち
、
立
法
の
課
題
設
定
へ
の
影
響
を
意
図
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、

団
体
や
企
業
は
常
に
接
触
志
向
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
志
向
性
に
応
じ
て
何
を
評
価
す
る
か
は
異
な
る
。
例
え
ば
よ
り
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
志
向
の
団
体
や
企
業
は
、
候
補
者
の
党
派
性
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
視
し
う
る
。

　
　

③　

有
権
者
と
の
関
係

　

ア
メ
リ
カ
政
治
の
文
脈
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
布
は
、
議
員
と
比
べ
る
と
比
較
的
穏
健
な
単
峰
型
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
（Bonica 2013

）
も
の
の
、
接
触
志
向
の
献
金
者
は
保
守
的
な
議
員
に
献
金
す
る
傾
向
が
あ
る
（La Raja and Schaffner 

2015; Barber 2016c

）。
た
だ
し
、
団
体
は
個
別
具
体
的
な
政
策
内
容
に
関
心
が
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
策
領
域
ご
と
に
団
体
行
動
と
有
権
者
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

2　

個
人
献
金
者

　
　

①　

献
金
の
動
機

　

個
人
献
金
者
（individual donor

）
は
、
な
ぜ
献
金
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
回
答
は
、
献
金
は
政
治
参
加
の
一
環
で
あ
り
、

（
10
）
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消
費
活
動
だ
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ソ
ラ
べ
ヒ
ア
た
ち
は
、
有
権
者
の
献
金
理
由
を
投
資
的
目
的
と
い
う
よ
り
参

加
自
体
の
楽
し
み
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（A

nsolabehere et al. 2003

）。
以
下
で
は
政
治
資
金
デ
ー
タ
が
取
得
し
や
す
く
、
研
究
が

進
展
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
の
地
域
研
究
を
中
心
に
扱
う
。

　

サ
ー
ベ
イ
調
査
か
ら
は
、
個
人
献
金
者
の
献
金
動
機
は
一
義
的
に
定
ま
る
と
い
う
よ
り
は
、
多
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
Ｌ
．
フ
ラ
ン
シ
ア
た
ち
は
、
一
九
九
六
年
連
邦
選
挙
に
献
金
し
た
有
権
者
を
対
象
と
し
て
サ
ー
ベ
イ
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

献
金
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
や
企
業
の
よ
う
に
投
資
的
目
的
を
持
つ
「
投
資
（investors

）」、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
候
補

者
を
支
持
す
る
「
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
（ideologue

）」、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
と
の
交
流
を
楽
し
む
「
親
密
（intim

ate

）」、
明
確
な
献
金
理

由
を
持
た
な
い
「
臨
時
（incidentals

）」
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
献
金
者
は
以
上
の
よ
う
な
複
数
の
献
金
動
機
を
持
つ
も
の
の
、

集
計
結
果
に
よ
る
と
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
最
も
多
か
っ
た
（Francia et al. 2003

）。

　

そ
の
た
め
個
人
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ど
の
よ
う
に
献
金
行
動
に
結
び
つ
く
の
か
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
Ｊ
．

ラ
・
ラ
ジ
ャ
と
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
Ｆ
．
シ
ャ
フ
ナ
ー
は
、
個
人
献
金
者
は
個
々
の
政
策
内
容
で
は
な
く
、
広
範
な
政
策
の
方
向
性
を
優

先
す
る
と
仮
定
し
て
い
る
（La Raja and Schaffner 2015

）。
そ
の
た
め
、
個
人
献
金
者
は
議
員
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
と
自
身

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
誰
に
献
金
す
る
の
か
を
判
断
で
き
る
。

　

個
人
献
金
者
は
多
様
な
献
金
動
機
を
持
ち
、
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
性
を
意
思
決
定
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す
る
。

そ
の
た
め
接
触
志
向
の
献
金
者
と
対
比
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
向
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
の
議
論
と
同
様
に
、
個
人
献

金
者
の
中
で
も
献
金
の
意
思
決
定
を
す
る
際
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
重
視
す
る
程
度
は
異
な
り
、
投
資
的
目
的
を
重
視
す
る
場
合
も
あ

り
う
る
。
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②　

献
金
の
パ
タ
ー
ン

　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
向
の
個
人
献
金
者
は
、
ど
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
献
金
す
る
の
か
。
ア
ン
ソ
ラ
ベ
ヒ
ア

た
ち
が
ア
メ
リ
カ
で
な
ぜ
個
人
献
金
額
が
多
い
の
か
と
い
う
問
題
提
起
を
し
た
こ
と
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
個
人
献
金
者
の
研
究
が

進
ん
だ
（A

nsolabehere et al. 2003

）。
特
に
二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
個
人
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
献
金
様
式
に
つ
い
て
、

サ
ー
ベ
イ
や
献
金
行
動
の
記
録
を
使
用
し
て
次
の
よ
う
な
研
究
が
な
さ
れ
た
。

　

第
一
に
、
個
人
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
中
位
投
票
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
比
べ
て
、
献
金
者
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
極
端
な
傾
向
に
あ
る
。
ラ
・
ラ
ジ
ャ
と
シ
ャ
フ
ナ
ー
は
、
大
規
模
な
有
権
者
サ
ー
ベ
イ
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
（Cooperative 

Congressional Election Study
）
を
用
い
て
こ
の
傾
向
を
確
認
し
て
い
る
（La Raja and Schaffner 2015

）。
候
補
者
や
政
党
へ

の
個
人
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
布
は
、
中
位
周
辺
に
谷
を
と
る
双
峰
型
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
分
布
を
支
持
政
党
ご
と
に
分
け
る

と
、
共
和
党
支
持
の
献
金
者
は
極
端
な
保
守
、
民
主
党
の
献
金
者
は
極
端
な
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
（Barber et al. 2017

）。
ま
た
同

デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
で
は
、
州
議
員
に
献
金
し
た
有
権
者
は
、
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
「
極
め
て
リ
ベ
ラ
ル/

保
守
」
と
よ
り
回

答
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
（Barber 2016c; H

ill and H
uber 2017

）。
こ
の
よ
う
に
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
有
権
者
と
比
べ
て
極

端
な
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
経
験
的
に
は
政
策
領
域
に
よ
っ
て
献
金
者
の
極
端
さ
は
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
個
人
献
金
者
全
体
で
は
、
経
済

政
策
で
保
守
、
社
会
政
策
で
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
に
あ
る
（Schlozm

an et al. 2018: 96

）。
政
党
ご
と
に
見
る
と
、
共
和
党
献
金
者
は

同
党
支
持
者
よ
り
経
済
政
策
で
保
守
、
⺠
主
党
献
金
者
は
同
党
支
持
者
よ
り
社
会
政
策
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
（Broockm

an and 

M
alhotra 2020

）。

　

第
二
に
、
ど
の
よ
う
に
個
人
献
金
者
は
献
金
す
る
か
否
か
を
決
め
て
い
る
の
か
。
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
．
エ
ン
ス
リ
ー
は
、
候
補
者
が
所
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属
政
党
の
方
向
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
と
き
、
そ
の
候
補
者
の
個
人
献
金
収
入
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
例
え
ば
民
主
党

候
補
者
の
中
で
極
端
に
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
と
き
、
個
人
献
金
を
調
達
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
主
党
支
持
の
個
人
献
金
者
は
極
端
に
リ

ベ
ラ
ル
な
傾
向
に
あ
り
、
党
派
性
を
顕
示
す
る
こ
と
で
支
持
を
取
り
付
け
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
（Ensley 2009

）。

　

こ
の
結
果
は
、
議
員
が
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
個
人
献
金
を
集
め
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
、
あ

く
ま
で
議
員
単
位
で
個
人
献
金
額
が
増
え
る
条
件
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
献
金
者
の
行
動
そ
の
も
の
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

後
続
の
研
究
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
性
の
観
点
か
ら
献
金
者
個
人
が
ど
の
よ
う
に
献
金
先
を
決
定
す
る
の
か
を
分
析
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
政
党
や
議
員
と
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
係
が
、
個
人
献
金
者
の
献
金
先
を
規
定
す
る
。
セ
ス
・
Ｊ
．
ヒ
ル
と
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
Ａ
．
ヒ
ュ
ー
バ
ー
は
、
献
金
記
録
と
サ
ー
ベ
イ
を
組
み
合
わ
せ
て
個
人
の
献
金
行
動
を
説
明
し
て
い
る
。
個
人
献
金
者
は
、

支
持
政
党
の
み
な
ら
ず
、
対
立
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
考
慮
し
て
献
金
す
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
極
端
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
有

権
者
ほ
ど
支
持
政
党
が
負
け
た
と
き
に
失
わ
れ
る
効
用
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
極
端
な
有
権
者
ほ
ど
支
持
政
党
を
支
援
す
る
た
め
に
献

金
す
る
（H

ill and H
uber 2017

）。
ま
た
、
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ー
バ
ー
た
ち
は
、
議
員
と
の
近
接
性
が
献
金
行
動
を
規
定
す
る
と
し
て

い
る
（Barber et al. 2017

）。

　

第
二
に
、
党
派
性
も
献
金
先
に
影
響
す
る
。
ア
ル
ド
・
Ｆ
．
ポ
ン
ス
と
ス
ー
ザ
ン
・
Ｅ
．
ス
キ
ャ
ロ
ー
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（European 

Social Survey

）
を
使
用
し
て
政
党
へ
の
献
金
行
動
の
多
国
間
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、
政
党
と
の
政
策
位
置
の
近
接

性
や
党
員
か
ど
う
か
が
、
献
金
す
る
か
を
規
定
し
て
い
た
（Ponce and Scarrow

 2011

）。

　

先
行
研
究
は
、
個
人
献
金
者
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
極
端
で
あ
る
こ
と
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
向
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ

に
加
え
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
性
を
手
が
か
り
に
献
金
の
意
思
決
定
を
す
る
。

（
11
）
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③　

有
権
者
と
の
関
係

　

献
金
者
は
極
端
な
選
好
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
中
位
投
票
者
よ
り
も
政
治
資
源
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
一
般
に
社
会
経
済
的
地
位

（socioeconom
ic status; 

Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
を
も
つ
人
が
、
よ
り
政
治
参
加
す
る
傾
向
に
あ
る
（Schlozm

an et al. 2012, 2018

）。
政
治

献
金
は
政
治
参
加
の
一
形
式
で
あ
る
が
、
投
票
以
上
に
コ
ス
ト
が
大
き
く
、
ま
た
資
源
の
分
布
に
も
偏
り
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
部
分

利
益
が
よ
り
影
響
力
を
行
使
し
、
過
大
に
代
表
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　

議
員
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
的
な
中
位
投
票
者
か
ら
の
圧
力
と
極
端
な
選
好
を
持
つ
個
人
か
ら
の
資
金
調
達
の
圧
力
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
苛

ま
れ
る
（Barber 2016c
）。
そ
の
た
め
代
表
過
程
の
中
で
献
金
者
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
を
巡
り
、
研
究
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
そ
こ
で
三
つ
の
代
表
観
（
約
束
的
代
表
、
代
替
的
代
表
、
記
述
的
代
表
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
個
人
献
金
者
を
論
じ
る
。

　

議
員
と
有
権
者
間
の
本
人
代
理
人
関
係
を
想
定
す
る
約
束
的
代
表
の
下
で
は
、
議
員
は
選
出
母
体
で
あ
る
選
挙
区
利
益
を
代
表
す
る

主
体
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
フ
ミ
と
マ
イ
ケ
ル
・
Ｃ
．
ヘ
ロ
ン
に
よ
る
と
、
議
員
は
選
挙
区
の
中
位
投
票
者
と
政
策

選
好
を
共
有
し
て
お
ら
ず
、
極
端
な
政
策
選
好
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
約
束
的
代
表
が
成
り
立
た
な
い
現
象
、
つ
ま
り
「
飛

躍
し
た
代
表
（leapfrog representation

）」
の
原
因
に
、
献
金
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（Bafum

i and H
erron 2010

）。

　

個
人
献
金
者
は
、
属
性
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
点
で
、
中
位
投
票
者
と
は
異
質
な
存
在
で
あ
る
。
献
金
者
の
Ｓ
Ｅ
Ｓ
を
確
認
す
る
と
、

裕
福
な
白
人
男
性
で
高
学
歴
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
し
て
い
る
（Francia et al. 2003

）。
ま
た
バ
ー
バ
ー
は
、

選
挙
区
有
権
者
、
選
挙
区
政
党
支
持
者
、
個
人
献
金
者
ご
と
に
議
員
と
の
選
好
の
一
致
（congruence

）
の
度
合
い
を
比
較
し
た
。

個
人
献
金
者
は
議
員
と
比
べ
て
も
極
端
な
選
好
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
議
員
は
地
元
有
権
者
を
含
む
他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
、
最
も
献

金
者
の
政
策
選
好
に
近
接
し
て
い
た
（Barber 2016b

）。

　

属
性
と
選
好
の
観
点
か
ら
は
、
献
金
者
の
存
在
が
約
束
的
代
表
を
歪
め
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
な
お
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
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こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
議
員
と
献
金
者
の
政
策
選
好
の
距
離
の
近
さ
は
あ
く
ま
で
相
関
関
係
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
議
員
が

高
Ｓ
Ｅ
Ｓ
層
で
あ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
献
金
者
と
近
い
選
好
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
献
金
者
が
議
員
の
選
好
に
影

響
す
る
因
果
経
路
を
丹
念
に
探
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
委
任
代
表
関
係
を
超
え
た
代
表
観
を
意
味
す
る
代
替
的
代
表
（surrogate representation

）
の
下

で
は
、
選
挙
区
で
支
持
し
た
い
と
思
え
る
候
補
者
が
い
な
い
有
権
者
に
と
っ
て
、
選
挙
区
外
へ
の
献
金
は
有
効
な
戦
略
で
あ
る
（M

an-

sbridge 2003

）。
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
Ｊ
．
ギ
ン
ペ
ル
ら
に
よ
る
と
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
個
人
献
金
の
デ
ー
タ
か
ら
、
三

分
の
二
の
個
人
献
金
者
が
選
挙
区
外
に
献
金
し
て
い
た
。
選
挙
区
へ
の
資
金
の
流
出
入
額
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
個
人
献
金
者
は
党
派

性
や
競
争
性
を
考
慮
に
入
れ
て
選
挙
区
外
か
ら
献
金
し
て
い
た
（Gim

pel et al. 2008

）。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析

に
よ
る
と
、
献
金
者
と
選
挙
区
の
議
員
の
選
好
と
一
致
し
な
い
場
合
、
州
外
に
献
金
す
る
可
能
性
が
大
き
い
（Baker 2020

）。

　

最
後
に
代
表
さ
れ
る
者
と
代
表
す
る
者
の
構
成
の
近
似
性
を
重
視
す
る
記
述
的
代
表
に
も
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
。
女
性
候
補
者
や

人
権
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
候
補
者
が
資
金
調
達
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（Barber et al. 2016; 

Grum
bach and Sahn 2020

）。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
候
補
者
は
資
金
調
達
の
段
階
で
も
不
平
等
を
受
け
る
傾
向
に
あ
る
。

　

一
項
と
二
項
で
は
、
献
金
者
の
動
機
や
行
動
様
式
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
企
業
や
団
体
の
多
く
は
、
政
策
に
影
響
す
る
前
提
と
し
て

接
触
機
会
を
追
求
し
、
現
状
維
持
的
な
選
好
を
持
つ
。
他
方
、
個
人
献
金
者
は
中
位
投
票
者
と
異
な
る
属
性
や
選
好
を
持
ち
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
手
掛
か
り
に
献
金
す
る
。
代
表
観
か
ら
献
金
者
を
捉
え
る
と
、
献
金
者
の
存
在
は
古
典
的
な
選
挙
区
代
表
に
課
題
を
突
き
つ

け
る
。
す
な
わ
ち
、
献
金
者
は
必
ず
し
も
中
位
投
票
者
の
選
好
を
基
礎
と
し
た
代
表
を
促
す
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
特
定
の
利
益
を
表
出

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
献
金
は
顕
在
化
し
に
く
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
表
出
を
促
す
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
た
め
、
即
座
に
否
定
的
評
価
を
す
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べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
部
分
利
益
の
過
大
代
表
を
抑
制
し
、
過
小
代
表
さ
れ
て
き
た
利
益
の
表
出
を
促
す

の
か
、
代
表
の
各
過
程
で
の
考
慮
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
中
で
も
選
挙
過
程
で
は
献
金
規
制
の
効
果
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
次
項
で
は
選
挙
前
、
選
挙
期
間
中
、
議
会
構
成
ご
と
に
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
。

3　

献
金
規
制
の
効
果

　

献
金
者
は
目
的
合
理
的
に
議
員
・
政
党
に
対
し
て
献
金
し
、
市
民
社
会
全
体
の
利
益
と
は
異
な
る
属
性
や
選
好
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、

献
金
が
政
治
的
平
等
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
政
治
資
金
制
度
全
般
の
効
果
で
は
な
く
、
献
金
規

制
が
誰
の
利
益
を
表
出
す
る
よ
う
に
促
す
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
代
表
過
程
を
次
の
三
つ
に
分
け
た
上
で
検
討
を
進
め
る
。

　

第
一
に
、
選
挙
前
で
あ
る
。
キ
ー
ス
・
Ｅ
．
ハ
ム
と
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
．
ホ
ー
ガ
ン
は
、
献
金
規
制
が
厳
し
く
な
る
と
、
一
般
選
挙
で

共
和
党
な
い
し
民
主
党
公
認
の
挑
戦
者
と
弱
小
政
党
の
挑
戦
者
が
と
も
に
増
加
す
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
政
党
助
成
法
の
導
入
も
、

一
般
選
挙
で
の
挑
戦
者
の
数
と
正
の
関
係
に
あ
っ
た
（H

am
m

 and H
ogan 2008

）。

　

第
二
に
、
選
挙
期
間
中
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ト
マ
ン
ら
は
、
小
選
挙
区
制
を
採
用
し
て
い
る
州
下
院
選
挙
を
対
象
に
、
献

金
規
制
が
厳
し
い
ほ
ど
現
職
と
挑
戦
者
の
得
票
率
差
が
小
さ
い
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
規
制
が
厳
し
い
ほ
ど
、
資
金
を
多
く
持

つ
議
員
が
従
来
の
選
挙
活
動
を
で
き
ず
、
挑
戦
者
と
の
差
別
化
が
で
き
な
く
な
る
た
め
だ
と
解
釈
し
て
い
る
（Stratm

ann and 

A
paricio-Castillo 2006

）。

　

第
三
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
布
や
政
党
割
合
と
い
っ
た
議
会
構
成
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
個
人
へ
の
献
金
規
制
の
有
無
が
議

員
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
極
端
さ
に
影
響
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
バ
ー
バ
ー
は
、
州
ご
と
の
献
金
規
制
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
を
利

用
し
て
、
州
下
院
議
員
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
影
響
を
推
定
し
た
。
個
人
献
金
規
制
が
な
い
場
合
、
議
員
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
布
は
分

（
12
）

（
13
）
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極
的
な
方
向
に
移
動
す
る
。
こ
の
理
由
は
、
個
人
献
金
者
が
支
持
政
党
と
同
じ
方
向
に
極
端
な
選
好
を
持
つ
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

個
人
献
金
容
認
的
な
政
治
資
金
制
度
は
、
議
会
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
布
に
影
響
す
る
と
い
う
（Barber 2016c

）。

　

ま
た
、
献
金
規
制
は
議
会
内
で
の
政
党
構
成
に
影
響
を
与
え
る
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ホ
ー
ル
は
州
議
会
を
対
象
に
、
差
の
差
分
析
を

用
い
て
企
業
献
金
規
制
の
効
果
を
測
定
し
て
い
る
（H

all 2015

）。
企
業
献
金
規
制
の
厳
し
い
州
ほ
ど
、
州
議
会
で
民
主
党
議
員
割
合

が
増
加
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
民
主
党
候
補
者
と
比
べ
、
共
和
党
候
補
者
が
企
業
か
ら
資
金
調
達
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
議
会
の
文
脈
か
ら
離
れ
て
知
見
を
一
般
化
す
る
と
、
企
業
献
金
規
制
の
導
入
は
議
員
と
企
業
献
金
者
の
間
に
あ
る
既
存
の
資
金
的
つ

な
が
り
を
弱
め
る
。
そ
の
結
果
、
有
利
に
資
金
を
調
達
し
て
い
た
政
党
の
議
席
が
減
少
し
、
対
立
政
党
が
議
席
を
得
や
す
く
な
る
。

　

政
治
献
金
規
制
は
現
職
議
員
な
ど
の
優
位
性
を
低
下
さ
せ
、
挑
戦
者
に
比
較
的
有
利
な
競
争
環
境
を
促
す
と
い
え
る
。
ま
た
、
献
金

規
制
は
、
議
会
内
の
政
策
選
好
の
分
布
を
通
じ
て
代
表
さ
れ
る
利
益
に
影
響
を
与
え
る
。

4　

小
括

　

本
節
で
は
献
金
者
の
選
好
や
行
動
様
式
、
献
金
規
制
の
効
果
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
し
、
献
金
研
究
で

の
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
す
る
。

　

表
一
は
、
献
金
者
の
志
向
と
評
価
基
準
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
献
金
者
の
志
向
に
は
、
接
触
志
向
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
向
が
あ

る
。
特
に
企
業
や
団
体
は
接
触
志
向
を
持
ち
、
特
定
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
献
金
し
て
い
る
こ
と
は
実
証
的
に
裏
付
け
ら
れ
て

き
た
。
ま
た
、
個
人
献
金
者
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
献
金
先
を
決
定
し
、
広
範
な
政
策
の
方
向
性
に
影
響
を
与
え
る
。

　

重
要
な
点
は
目
的
の
違
い
が
献
金
す
る
際
の
評
価
基
準
に
も
影
響
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
接
触
志
向
の
献
金
者
は
役
職

に
就
い
て
い
る
こ
と
、
現
職
で
あ
る
こ
と
、
専
門
知
識
を
政
治
的
影
響
力
の
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
活
用
す
る
。
一
方
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
志
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向
の
献
金
者
は
候
補
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
派
性
を
手
が
か
り
に
献
金
す
る
か
ど
う
か
や
献
金

先
を
決
定
す
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
理
論
上
の
整
理
で
あ
り
、
実
際
に
は
接
触
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
い
ず
れ
も
勘
案
し
て
献
金
先
を
決
め
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
個
人
献
金
者
で
も
、
企
業
経
営
者

や
役
員
は
所
属
す
る
会
社
に
関
す
る
特
定
の
政
策
へ
の
影
響
を
志
向
す
る
だ
ろ
う
。
反
対
に
団
体

で
あ
っ
て
も
、
労
働
組
合
や
市
民
団
体
な
ど
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
系
列
化
し
て
い
る
政
党
で
あ

る
か
を
重
視
す
る
だ
ろ
う
。

　

献
金
研
究
で
の
重
要
な
含
意
は
、
典
型
的
な
献
金
者
は
中
位
投
票
者
の
代
表
を
促
す
と
は
考
え

に
く
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
献
金
者
は
自
己
の
利
益
追
求
を
行
う
団
体
や
企
業
と
、
極
端
な

選
好
を
持
ち
が
ち
な
個
人
献
金
者
か
ら
な
り
、
議
員
や
政
党
は
こ
れ
ら
の
利
益
に
偏
っ
て
代
表
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
は
ア
メ
リ
カ
の
州
ご
と
に
献
金
規
制
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
活
用
し
て
、
制

度
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
主
に
厳
し
い
献
金
規
制
が
現
職
議
員
の
有
利
さ
を
低
下
さ
せ
、
よ
り

新
規
参
入
を
促
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
献
金
規
制
は
選
挙
と
議
会
の
両
時
点
で
、

代
表
さ
れ
る
利
益
に
影
響
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

最
後
に
献
金
研
究
で
の
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
献
金
が
議
員
の
代
表
行
動

や
課
題
設
定
に
与
え
る
影
響
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
献
金
研
究
で
は
献
金
者
の
動
機
や
行
動
の
把

握
が
議
論
の
中
心
で
あ
り
、
実
際
に
議
員
の
立
法
行
為
や
接
触
機
会
そ
の
も
の
を
分
析
し
た
研
究

（阪大法学）71（5-274）　1450〔2022. 1 〕

表一　献金者の志向と評価基準

志向 目的 アクター 典型例 献金時の評価基準

接触志向
• 関心のある個別政策への影響
• 議員や政党などへの接触機会

確保

• 利益団体
• 企業
• PAC

• 被規制産業でのPAC
（例えば製薬、保険、銀
行、運輸などに関心）

• 役職
• 現職
• 専門性

イデオロギー
志向

• 広範な政策への影響
• 参加すること自体の楽しみ

• 個人献金者 • 極端なイデオロギー
を持つ個人

• イデオロギー
• 党派性

　（出典）筆者作成
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は
限
ら
れ
る
。
例
外
的
に
は
議
員
の
活
動
量
に
着
目
す
る
も
の
（H

all and W
aym

an 1990

）
も
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
代
表
行

為
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
審
議
内
容
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
な
ど
方
法
論
上
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
も
し
献
金
者
が
地
元
有
権
者
と
議
員
の
約
束
的
代
表
を
歪
め
る
と
し
て
も
、
他
の
要
因
と
比
較
し
た
時
に
ど
の
程
度
影
響

力
が
大
き
い
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
例
え
ば
、
団
体
に
と
っ
て
影
響
力
行
使
の
手
段
は
献
金
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
メ
デ
ィ
ア
と
の

接
触
、
動
員
な
ど
他
の
手
段
も
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
政
治
の
文
脈
で
は
党
派
性
や
政
策
信
用
度
と
い
っ
た
要
因
も
、
議
員
と
有

権
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
乖
離
を
説
明
す
る
（
谷
口 

二
〇
二
〇
）。
そ
の
た
め
、
団
体
が
献
金
を
ど
の
程
度
重
要
な
圧
力
資
源
と
捉
え

て
い
る
か
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
政
権
交
代
が
少
な
い
状
況
下
で
の
献
金
者
の
行
動
と
そ
の
帰
結
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
献
金
者
は
与
野
党
の
双
方
に

献
金
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Brunell 2005

）。
し
か
し
政
権
交
代
が
少
な
い
場
合
、
接
触
志
向
の
献
金
者
は
政
権
党
を
中

心
に
献
金
す
る
と
思
わ
れ
る
。

五　

議
員
：
ど
の
よ
う
に
資
金
を
集
め
、
な
ぜ
支
出
す
る
の
か

　

議
員
は
、
献
金
の
客
体
で
あ
る
と
同
時
に
支
出
の
主
体
で
あ
る
。
前
節
で
は
献
金
者
が
政
策
形
成
へ
の
影
響
を
意
図
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
で
は
、
議
員
は
ど
の
よ
う
に
資
金
を
集
め
、
な
ぜ
支
出
す
る
の
か
。

　

本
節
は
、
第
一
に
選
挙
支
出
が
当
選
可
能
性
に
与
え
る
効
果
を
検
討
し
、
支
出
規
制
の
効
果
を
概
観
す
る
。
こ
れ
は
ア
ク
タ
ー
の
う

ち
議
員
に
着
目
し
た
研
究
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
選
挙
研
究
の
文
脈
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
現
職
議
員
が
資

金
面
で
も
優
位
性
を
保
つ
こ
と
か
ら
、
選
挙
支
出
の
効
果
が
現
職
・
非
現
職
で
異
な
る
の
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
現
職
の
支
出

が
再
選
可
能
性
を
上
昇
さ
せ
る
な
ら
ば
、
当
選
す
る
議
員
が
固
定
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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第
二
に
、
議
員
は
ど
の
よ
う
に
資
金
調
達
す
る
の
か
を
確
認
す
る
。
も
し
支
出
に
よ
っ
て
当
選
可
能
性
が
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
資
金

調
達
に
よ
る
増
収
は
有
力
な
戦
略
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
資
金
調
達
の
過
程
で
、
議
員
が
有
権
者
と
異
な
る
政
策
選
好
を
持
つ
誘
因
が

な
い
か
を
検
討
す
る
。

1　

選
挙
支
出
と
支
出
規
制
の
効
果

　

議
員
は
な
ぜ
政
治
資
金
が
必
要
な
の
か
。
議
員
の
目
的
が
再
選
な
ら
ば
、
こ
の
問
い
は
政
治
資
金
の
支
出
が
ど
の
程
度
当
選
可
能
性

の
上
昇
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
問
題
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　
　

支
出
と
当
選
可
能
性

　

選
挙
支
出
は
議
員
の
動
員
努
力
（effort
）
を
示
す
尺
度
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
実
証
研
究
に
加
え
、
政
治
広
告
（cam

paign 

advertising

）
に
関
連
し
て
数
理
分
析
に
基
づ
く
知
見
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
（
浅
古 

二
〇
一
六
）。
実
証
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
ゲ
イ

リ
ー
・
Ｃ
．
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
の
分
析
に
よ
る
と
、
現
職
の
支
出
は
当
選
可
能
性
の
上
昇
に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
挑
戦
者
の
支
出
の
み

が
当
選
可
能
性
を
上
昇
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
（Jacobson 1978

）。

　

し
か
し
支
出
が
当
選
可
能
性
に
与
え
る
影
響
を
推
定
す
る
際
に
は
、
内
生
性
の
問
題
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
選
挙
が

接
戦
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
と
き
、
挑
戦
者
の
支
出
額
も
当
選
可
能
性
も
高
ま
り
、
逆
に
現
職
の
支
出
額
と
当
選
可
能
性
は
低
ま
る
。

選
挙
の
期
待
や
予
測
を
計
測
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
欠
落
変
数
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
う
る
。

　

そ
の
た
め
、
後
続
の
研
究
は
よ
り
精
緻
化
し
た
推
定
法
を
用
い
て
同
じ
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ

リ
ー
ン
と
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
Ｓ
．
ク
ラ
ズ
ノ
ー
は
、
モ
デ
ル
を
修
正
し
た
上
で
下
院
議
員
の
支
出
効
果
を
再
推
定
す
る
と
、
現
職
に
も
支
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出
効
果
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（Green and K

rasno 1988

）。
ま
た
、
操
作
変
数
法
を
用
い
て
支
出
の
効
果
を
分
析
し
た
例
で
も
、

現
職
、
挑
戦
者
と
も
に
支
出
の
効
果
は
同
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
で
は
議
員
の
資
金
量
は
支
出
額
に
は
影
響
す
る
が
、
当
選
可
能

性
に
直
接
影
響
し
な
い
と
い
う
仮
定
の
下
、
操
作
変
数
と
し
て
議
員
の
資
金
量
を
採
用
し
て
い
る
（Gerber 1998

）。
た
だ
し
、
操
作

変
数
と
し
て
適
切
な
変
数
は
い
ま
だ
探
究
さ
れ
て
お
り
、
支
出
と
選
挙
結
果
の
間
の
因
果
経
路
を
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
（
今

井 

二
〇
一
一
）。

　

ま
た
支
出
の
有
効
性
は
、
制
度
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
ジ
ョ
エ
ル
・
Ｗ
．
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
選
挙
制
度
が
議
員
の
支
出
額
に
影

響
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
投
票
行
動
と
同
様
に
、
選
挙
区
定
数
が
小
さ
い
ほ
ど
、
当
選
見
込
み
が
あ
る
議
員
が
少
な
く
な
り
、
献
金

者
は
Ｍ
＋
1
人
に
集
中
し
て
献
金
す
る
。
そ
の
結
果
、
Ｍ
＋
1
人
候
補
者
の
支
出
額
が
多
く
な
る
（Johnson 2017

）。

　

選
挙
支
出
が
当
選
可
能
性
の
上
昇
に
結
び
つ
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
求
す
る
研
究
も
あ
る
。
第
一
に
、
選
挙
支
出
が
有
権
者
の
政
治
知

識
を
高
め
る
こ
と
で
、
当
選
可
能
性
を
高
め
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
挑
戦
者
の
支
出
が
増
加
す
る
と
、
有
権
者
は
挑
戦
者
に
関
す
る

知
識
を
向
上
さ
せ
る
。
ま
た
、
挑
戦
者
の
支
出
が
少
な
く
現
職
の
支
出
が
多
い
場
合
、
有
権
者
は
現
職
の
政
策
知
識
を
よ
り
正
確
に
回

答
す
る
（Colem

an and M
anna 2000

）。

　

第
二
に
、
支
出
の
内
訳
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
下
院
候
補
者
支
出
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
支
出
の
内

容
を
六
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
た
。
議
員
の
支
出
ス
タ
イ
ル
は
固
定
的
で
あ
る
が
、
選
挙
の
接
近
に
伴
い
メ
デ
ィ
ア
対
策
費
な
ど
の
支
出

が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（Lim

bocker and Y
ou 2020

）。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
で
は
一
八
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か

け
て
広
告
費
支
出
が
一
貫
し
て
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
に
は
議
員
支
出
の
八
割
を
占
め
て
い
る
（Fouirnaies 2021

）。

（
14
）
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支
出
規
制
の
効
果

　

最
後
に
、
支
出
規
制
の
効
果
を
確
認
す
る
。
支
出
規
制
が
選
挙
の
競
争
性
を
高
め
る
か
ど
う
か
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
分
析
結

果
は
分
か
れ
て
い
る
（Fouirnaies 2021

）。
例
え
ば
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
の
知
見
か
ら
は
、
支
出
規
制
が
選
挙
競
争
を
低
め
る
と
予
測

で
き
る
（Jacobson 1978

）。
挑
戦
者
の
支
出
の
み
が
当
選
可
能
性
を
上
昇
さ
せ
る
な
ら
ば
、
規
制
の
導
入
は
挑
戦
者
の
支
出
効
果
を

低
下
さ
せ
て
し
ま
う
。
他
方
で
、
資
金
を
多
く
持
つ
現
職
に
影
響
す
る
こ
と
で
、
支
出
規
制
が
選
挙
競
争
を
活
発
化
さ
せ
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る
（M

illigan and Rekkas 2008

）。

　

大
規
模
デ
ー
タ
を
用
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
分
析
で
は
、
支
出
規
制
は
選
挙
競
争
を
促
す
と
説
明
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ネ
イ
ズ
は
、
一
八

八
五
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
庶
民
院
に
出
馬
し
た
全
候
補
者
の
支
出
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

選
挙
区
ご
と
に
支
出
上
限
額
が
異
な
る
こ
と
を
用
い
て
、
差
の
差
分
析
か
ら
規
制
の
効
果
を
推
定
し
て
い
る
。
分
析
結
果
に
よ
る
と
、

支
出
上
限
が
高
く
な
る
と
資
金
源
の
乏
し
い
労
働
党
議
員
が
不
利
に
な
り
、
有
効
候
補
者
数
が
減
少
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
職
が
有
利

に
な
り
選
挙
区
で
の
競
争
性
が
低
下
し
た
（Fouirnaies 2021

）。

2　

資
金
調
達

　

議
員
は
資
金
調
達
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
。
前
節
で
は
献
金
者
が
議
員
の
役
職
や
党
派
性
な
ど
の
シ
グ
ナ
ル
を
受

け
献
金
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
議
員
の
立
場
に
立
つ
と
、
選
挙
支
出
に
よ
っ
て
当
選
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
は
、
資
金
調
達
を
す
る

動
機
に
な
る
。
議
員
は
資
金
調
達
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
便
益
（
当
選
可
能
性
の
上
昇
な
ど
）
と
比
較
し
な
が
ら
、
資
金
調
達
に
か
け
る

時
間
を
調
整
す
る
（Pow

ell 2012

）。

　

献
金
者
か
ら
資
金
調
達
を
す
る
手
段
と
し
て
、
次
の
三
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
献
金
者
の
判
断
基
準
に
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沿
う
資
質
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
候
補
者
が
所
属
政
党
の
方
向
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
と
、
近
い
選
好
を
も
つ
組

織
基
盤
か
ら
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（Ensley 2009

）。
専
門
性
の
向
上
は
役
職
に
就
く
こ
と
と
比
べ
る
と
若
手
・
中
堅
議
員
で

も
可
能
で
、
よ
り
現
実
的
な
戦
略
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
接
触
機
会
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｌ
．
カ
ラ
と
ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
は
、
メ
ー
ル
を
用
い
た
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
実
験
に
よ
り
、
接
触
機
会
提
示
の
有
効
性
を
確
認
し
て
い
る
。
送
り
主
の
情
報
に
つ
い
て
選
挙
区
有
権
者
／
献
金
者
と
異
な
る

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
配
し
て
、
面
談
要
請
の
メ
ー
ル
を
送
付
し
た
。
議
員
は
メ
ー
ル
に
献
金
者
と
記
載
さ
れ
る
場
合
に
、
よ
り
面
談
に
応

じ
る
確
率
が
上
昇
し
、
議
員
本
人
や
上
級
の
ス
タ
ッ
フ
が
立
ち
会
う
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
献
金
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、

議
員
は
接
触
機
会
を
提
供
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
（K

alla and Broockm
an 2016

）。

　

こ
の
よ
う
な
団
体
と
の
接
触
が
議
員
ス
タ
ッ
フ
の
認
知
を
歪
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
へ
の
サ
ー
ベ
イ
調
査
に
よ
る
と
、
ス

タ
ッ
フ
が
議
員
に
政
策
提
案
を
す
る
と
き
地
元
有
権
者
の
選
好
を
重
視
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
有
権
者
の
政

策
位
置
を
正
確
に
評
価
で
き
ず
、
そ
の
原
因
と
し
て
団
体
と
の
接
触
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
実
験
の
結
果
、
四
五
％
の
ス
タ
ッ

フ
が
圧
力
団
体
と
の
接
触
に
よ
り
「
新
た
な
視
点
」
を
持
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
団
体
が
接
触
を
通
じ
て
自
身
に
有
利
な
課
題
設
定
を
し

て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
（H

ertel-Fernandez et al. 2019

）。

　

第
三
に
、
利
益
誘
導
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
地
域
研
究
で
は
、
利
益
誘
導
的
な
予
算
修
正
案
の
提
出
に
よ
っ
て
、
政
治
資
金
を
獲

得
す
る
可
能
性
が
上
昇
し
て
い
た
（Sam

uels 2002

）。

3　

小
括

　

本
節
は
、
議
員
に
着
目
し
、
な
ぜ
政
治
資
金
を
支
出
し
、
ど
の
よ
う
に
資
金
調
達
す
る
の
か
に
つ
い
て
研
究
動
向
を
整
理
し
た
。
現
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職
と
非
現
職
の
間
で
支
出
の
効
果
は
均
一
で
は
な
い
も
の
の
、
支
出
が
選
挙
結
果
に
影
響
す
る
点
に
は
合
意
が
あ
る
（Jacobson 

2015
）。
支
出
規
制
に
よ
っ
て
選
挙
区
で
の
競
争
性
が
増
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
頑
健
な
主
張
に
す
る
た
め
に
は
比
較
研
究

の
蓄
積
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
議
員
は
献
金
者
に
好
ま
れ
る
資
質
を
身
に
つ
け
、
接
触
機
会
の
提
示
や
利
益
誘
導
を
す
る
こ
と
で

政
治
献
金
を
調
達
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、
自
律
的
に
資
金
調
達
を
す
る
議
員
か
ら
な
る
集
団
で
あ
る
政
党
が
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を

果
た
し
て
い
る
の
か
検
討
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
政
治
代
表
と
選
挙
競
争
の
文
脈
か
ら
政
治
資
金
研
究
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
り
、
い
く
つ
か
の
政
治
資
金
研
究

上
の
論
点
を
扱
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
制
度
が
汚
職
（Rose-A

ckerm
an 1999; H

um
m

el et al. 2019

）
や
有
権
者
に
与
え
る
効
果

（Bértoa et al. 2014
）
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

ま
た
政
治
資
金
制
度
の
う
ち
、
公
的
助
成
と
情
報
公
開
も
本
稿
の
射
程
外
で
あ
る
。
公
的
助
成
は
政
治
資
金
制
度
と
は
異
な
る
効
果
が
想
定

さ
れ
、
独
立
し
た
変
数
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
（Booth and Robbins 2010

）。
ま
た
情
報
公
開
制
度
が
議
員
行
動
に
与
え
る
影
響
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（W

ood and Grose 2021
）
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
本
稿
は
研
究
蓄
積
が
豊
富
な
献
金
や
支
出
の
規
制
の
み
を
扱
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ａ
内
で
「
政
治
資
金
と
政
治
汚
職
」
委
員
会
（Political Finance and Political Corruption; RC20

）
と
し
て
継
承
さ
れ
て

い
る
。同

義
の
語
と
し
てdonation

も
用
い
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
独
立
変
数
と
し
て
政
治
資
金
制
度
を
捉
え
、
従
属
変
数
と
す
る
分
析
は
取
り
扱
わ
な
い
。
例
え
ば
、
政
治
資
金
制
度
の
規
制

強
化
が
、
な
ぜ
起
こ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
制
度
改
革
の
規
定
因
と
し
て
、
汚
職
の
度
合
な
ど
環
境
要

因
や
、
政
党
間
競
争
（Scarrow

 2004; 

孫 

二
〇
一
三
）、
選
挙
区
で
の
接
戦
度
（
前
嶋 

二
〇
〇
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
制
度
効
果
（
例
え
ば
献
金
規
制
に
よ
っ
て
献
金
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
な
ど
）
は
、
次
節
以
降
で
紹
介
す
る
。

制
度
論
は
ア
ク
タ
ー
の
行
動
変
容
そ
の
も
の
に
は
分
析
の
力
点
を
置
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
の
企
業
、
利
益
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
が
作
る
組
織
で
、
政
党
や
政
治
家
へ
の
献
金
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

政
治
資
金
の
取
引
記
録
は
、
多
岐
に
わ
た
る
分
析
手
法
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
利
益
団
体
研
究
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
議
員
に
対
す
る
献
金

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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政治資金研究の動向（一）　

記
録
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
応
用
し
て
い
る
（K

oger and V
ictor 2009

）。
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
ボ
ニ
カ
は
政
治
資
金
デ
ー
タ
に
項
目
反
応

理
論
を
応
用
し
て
、
候
補
者
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
推
定
し
て
い
る
（Bonica 2013

）。

質
問
文
は
「
候
補
者
や
政
党
に
対
す
る
個
人
や
利
益
団
体
の
献
金
が
、
ど
の
程
度
、
あ
な
た
の
所
属
す
る
議
会
の
法
案
の
内
容
や
文
章
に

影
響
す
る
か
」
で
あ
り
、
個
人
で
は
な
く
議
会
へ
の
効
果
を
質
問
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
「
献
金
は
あ
な
た
の
立
法
行
動
に
影
響
す
る

か
」
と
質
問
し
て
も
、
社
会
的
に
望
ま
し
い
回
答
を
す
る
可
能
性
が
高
く
、
献
金
の
効
果
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
と
し
て
、
民
主
党
下
院
議
員
選
挙
委
員
会
（D

em
ocratic Congressional Cam

paign Com
m

ittee

）
や
、
全
国
共
和
党
議
会
委
員

会
（N

ational Republican Congressional Com
m

ittee

）
と
い
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
下
院
候
補
者
全
体
の
収
入
額
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
間
で
一
三
・
九
億
ド
ル
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
収
入
額
は
三
・
八
億
ド
ル
（
二
七
％
）、
個
人
献
金
者
か
ら
の
収
入
額
は
九
億
ド
ル
（
六
五
％
）
で
あ
っ
た
。
デ
ー

タ
ソ
ー
ス
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

http://w
w

w
.cfinst.org/pdf/federal/H

istoricalT
ables/pdf/CFI_Federal-CF_18_T

able2-08.pdf 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一

年
六
月
一
日
）

具
体
的
に
は
献
金
者
の
効
用
を

─（X
i －

X
r  

）2－

（X
i －

X
l  

）2

─

と
定
義
し
て
い
る
。
な
お
、X

i

は
献
金
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、X

r

は
右

派
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、X

l

は
左
派
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

他
方
で
、
法
的
な
枠
組
み
上
、
献
金
規
制
は
政
治
的
な
表
現
の
自
由
（
特
に
結
社
の
自
由
）
に
対
す
る
過
度
な
制
約
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
献
金
規
制
を
め
ぐ
り
、
政
治
的
平
等
と
表
現
の
自
由
の
い
ず
れ
を
重
視
す
べ
き
か
と
い
う
法
的
、
規
範
的
な
議
論
が
存
在
す
る

（D
aw

ood 2015; 

東
川 

二
〇
〇
九
）。

献
金
規
制
の
厳
し
さ
は
、
個
人
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
企
業
、
組
合
、
政
党
の
献
金
に
対
す
る
規
制
が
存
在
す
る
か
の
二
値
変
数
を
足
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
操
作
化
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
旅
費
や
事
務
用
品
を
含
む
「
事
務
運
営
（adm

inistration

）」、「
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
（staff w

age

）」、「
資
金
調
達
経

費
（fundraising

）」、「
メ
デ
ィ
ア
対
策
費
（m

edia

）」、「
投
票
（polling
）」、「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
（political consulting

）」
の
六

カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
。

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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